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 濃飛倉庫運輸株式会社と朝日大学との産学連携に関する覚書に基づき、2016 年 4 月
から 2021 年 3 月まで、表記テーマにて、共同研究を実施した。2022 年度は、インター
ネットにおける情報発信による情報収集を実施し、越境電子商取引の潜在的な可能性に
ついて検討した。岐阜には、輸出を検討しているが言語や手続きの煩雑さなどが障壁と
なり、海外との取引に二の足を踏む事業者が多く存在している。これらの商材が輸出で
きた場合、どれくらいの市場規模になるか、TAM（ある事業が獲得できる可能性のあ
る全体の市場規模）を算出した。その結果、1 兆 3,600 億円の市場規模が眠っているこ
とがわかった。したがって、輸出に必要な書類や手続き等の情報だけでなく、インボイ
スなど必要書類が簡易に出力でき、かつ言語の問題を解決できるシステムの需要は確実
に存在する。 
 本年度は、朝日大学の学生に名産品を紹介する宣伝媒体について、インスタグラム
（SNS）を使ったアイデアをアイデアソンで発表させた。具体的には、インスタグラム
の運営から岐阜の見所や、商品を紹介するサイト運営のアイデアを出し合うことで、
SNS の活用法について学んだ。これらの知識を用いて、飛騨の家具フェスティバルでの
情報発信を行った。今後も、学生からの自由なアイデアを活用し、県産品の販売を促進
し、さらにそれを物流につなげていく。 

本年度の成果を以下に示す。 
 

1. 地域貢献：飛騨の家具フェスティバルへの参画 
飛騨の家具フェスティバル 2022 に参画し、SNS による情報発信を行った。取材は

夏期休業期間中に実施し、取材した情報は instagram アカウント mokkou_hida に掲載
し宣伝活動に貢献できた。また、フェスティバル開催中も随時会場の様子をアップロ
ードし、臨場感を伝えることができた。さらに、今回のフェスティバルは分散開催で
あり各ショールームでイベントが実施されたため、各ショールームへの移動を促すた
めに、モバイルスタンプラリーを作成した。スタンプラリーはフェスティバルの期間
中実施され、集めたデータは飛騨木工連合に提出した。このデータを分析すること
で、今後のフェスティバルの運営に活用することができる。これらの取り組みによっ
て、朝日大学の学生と地場産業との交流ができ、教育ならびに地域貢献ができた。 
 
2. 「つなぐプラットフォーム」のためのグランドデザイン再構築と運賃計算システ

ムの試作 
 岐阜県の県産品を輸出した場合の市場規模を算出した。今年度はこの需要を掘り起こ
すために必要な項目を検討し、どのようなシステムを構築すべきかターゲットを明確に
するためのグランドデザインを構築した。このグランドデザインを実現するためのシス
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テムを“つなぐプラットフォーム”と呼ぶ。このプラットフォームは、「NOHHI 輸出送
料試算システム」を組み込んだ EC サイトを含む情報基盤であり、運送にかかる費用の
料金と、インボイスまでを提示するサービスを想定している。最終的には、EC サイト
を含むトータルサービスの運営を目指す。 

本年度は、濃飛倉庫運輸を含む４社のクーリエについての料金計算が完成し、システ
ム上で表示することができた。 
 
２０２３年度の計画 
 
越境電子商取引と国際／地域物流（事業化） 
 

2023 年度は、「NOHHI 輸出送料試算システム」のテスト運用ならびに、利用者か
らのフィードバックを収集する。具体的には、実験的に高山で利用してもらい、使い勝
手などをリサーチする。この結果を反映して、さらに機能を拡充していく。 

次に前年度検討を始めたインボイス発行システムの実装を開始する。ここでは、必要
要件の洗い出しを行い、どのような機能が求められるか検討し、テスト実装まで行う。 

また、前年度構築した「NOHHI 輸出送料試算システム」に顧客管理機能を追加する。
ここでは、顧客データを格納するデータベース設計や開発、運用保守の設計が中心とな
る。また EC サイトを導入する場合、会員情報登録、クレジットカード決済などの個人
情報や、決済業務の取り扱いが必要となる。決済機能の実装については、必要に応じて
銀行など決済システムを提供している者との連携も視野に入れる。 

本プラットフォームには、県産品の輸出を促進するためにこれらの商品を紹介するウ
ェブサイトも必要である。このサイトのデザインについては、アイデアソンを実施し、
学生からのアイデアを募ることとする。このアイデアに基づきサイトを構築し、利用者
が利用するフロントエンドの設計を行う。24 年度は、これらの統合を議論する。 

高山における飛騨の家具フェスティバルの参加協力は引き続き行う予定である。これ
までのノウハウを継承し、木工連合会と協力しながら企画を提案する。 
 

以下に 23 年度のスケジュールを示す。 
 
■スケジュール 
前半：4 月 プラットフォームの全体像についてグランドデザインを見直す 
   5 月 インボイスの発行システムの検討（仕様書を作る） 

県産品紹介サイトのデモサイトのデザインと作成 
   6 月 インボイス発行システムの実装 

家具フェスティバルの企画 
   7 月 システム実装 

家具フェスティバルの準備 
   8 月-9 月 インターンシップ 
後半：10 月 飛騨の家具フェスティバル 
   11 月-12 月 インボイス発行システムの実装 

以上 


